
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数
Ⅰ．理念に基づく運営 11

１．理念の共有 2

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について
５．人材の育成と支援 2 外部評価は30項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 2 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 1

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 6 　○記入方法
１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 2
　　見直し ［取り組みを期待したい項目］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 2
［取り組みを期待したい内容］

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 11

１．その人らしい暮らしの支援 9

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 30 家　 族

運営者

職員＝

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みま
す。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

確認された事実から、今後、さらに工夫や改善に向けた取り組みを期待したい項
目に○をつけています。

「取り組みを期待したい項目」で○をつけた項目について、具体的な改善課題や
取り組みが期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

番号に網掛けのある項目は、地域密着型サービスを実施する上で重要と思われる重点
項目です。この項目は、概要表の「重点項目の取り組み状況」欄に実施状況を集約して
記載しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成21年9月25日

評価機関名 株式会社　　R-CORPORATION

法人名 社会福祉法人　アドベンチスト福祉会

訪問調査日 平成21年8月28日

事業所名 シャローム・ミルトスの木　鶴ヶ峰本町

＜認知症対応型共同生活介護用＞

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473201257



作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

                    221-0835  横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8　ＳＹビル2Ｆ

【重点項目への取り組み状況】
【情報提供票より】（平成21年１０月　１日事業所記入）

2 ユニット 人

23 人

（２）建物概要

2 階建ての 1 階　～ 2 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（　7月　１　日現在）

18 名 男性 3 名 女性 15 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 86.6 歳 最低 75 歳 最高 98 歳

（５）協力医療機関

１．　評 価 結 果 概 要 表
［認知症対応型共同生活介護用］

平成　21年9月30日

事業所番号 1473201257 経営母体の社会福祉法人アドベンチスト福祉会で旭区には特別養護老人ホーム”シャロー
ム横浜”やグループホーム”ミルトスの木”などがあり、福祉に関するノウハウを持ち確たるポリ
シーを持って全国展開をしている。基本理念は「いのちを敬い、いのちを愛し、いのちに仕
える」であり、職員はこの基本理念の真意を充分理解した上で業務を展開しホスピタリティ溢
れるケアを実践している。自治会に加入し行事に参加し、お神輿がホームの前に来てくれて
いる。利用者さんと一緒に「町のゴミを拾う」、学校の先生の了解を得て「朝、通学する中学
生に挨拶する」活動を実施している。家庭的保育の子どもが遊びに来てくれいる。食材は利
用者さんと一緒に近所で買い物をする。これらの行動を通じて地域密着を深める活動を意
識して行っている。旭区は福祉に熱心であり、区のテーマが「認知症になっても住み易い街
作り」でありあさがお協力隊のサロンには利用者が気軽に参加出来る。

法人名 社会福祉法人　アドベンチスト福祉会

事業所名 シャローム・ミルトスの木　鶴ヶ峰本町

所在地
241-0021  横浜市旭区鶴ケ峰本町２－４１

045-958-0221

評価機関名 株式会社　　R-CORPORATION
所在地

ユニット数 利用定員数計 　　 18

常勤  9 人,  非常勤  １4人,  常勤換算 １7．4 人

訪問調査日 平成21年8月28日 評価確定日

昭和・　　　　　　１８年　３月　１日

平成21年9月30日

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）
管理者は自己評価気付きの機会として捉え、スタッフ全員で自己評価を行い、振り返り
の場としている。各フロアについてはフロア長が責任を持ってまとめ、７月の全体ミー
ティングで全員に考えてもらった。評価のプロセスでの気付きも含め、その振り返りの中
で取り上げられた問題点に対し具体的な改善について取り組んでいる。

建物構造
 　　　                             　木造在来工法造り 　

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

（１）組織概要
昨年交代した新管理者がこの1年間、大きく２つ目標として取り組んで来た。1つ目は
ADLが下がっても,昨年行ったことは継続して実施すること、2つ目は1日1回外の空気を
吸ってもらうことである。ADLが下がり、特養対応レベルの方が8名近くいて、昨年行っ
たことを継続して実施するのは難しい状況であったが、介護区分変更をかけ、正しい介
護度に修正し、医療のケアが必要な方は特養等それに見合う施設への移管等も行い
つつ、毎日のバイタルデーターを確認しながら、昨年の継続と1日1回外の空気を吸っ
てもらうことを実施してきた。この活動を利用者の喜びと健康維持に役立てている。

開設年月日

職員数

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

家賃（平均月額） 60,000 その他の経費（月額） 30,000 運営推進会議は偶数月の第２水曜日と定め、定着している。メンバーは地域代表２名、
民生委員１名、利用者代表１名、ご家族代表１名、事務局（管理者、各ユニット長）であ
りオブザーバーとして地域包括支援センター職員が参加している。テーマはヒヤリハット
事例なども含むホームの近況報告、地域に関わる情報の交換などであるが、情報の交
換の事例として、隣の公園に発生した茶毒蛾に子どもが被扮した事への町内会からの
情報提供体制などがテーマとして話され、対応が出来た。運営推進会議の活用で地域
との密着性、風通しが更に良くなった。その他、ボランティアの紹介、町内会行事への
参加させて頂いている。ゲートボールなどの公園使用者にトイレを提供することで喜ば
れている。

    敷　　　　金 　  有（　　　　 　　　　　　円）

   保証金の有無 　　有（　　　           　　円） 　有りの場合
有／無

(入居一時金含む) 　　無 　償却の有無

   食材料費

300 350

450 100
重
点
項
目
③

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

または１日当たり　　　　　　　　　　　　　　円 ご家族はかなり頻繁に来て頂いている。また、毎月”にこりHOTレター”を居室担当者と
管理者とで手書きのメッセージを添えて写真入りでお届けしている。家族会は年２回（４
月、９月）に実施し、この日に合わせて介護計画の説明、承認をして頂くことを定着して
いる。この４月の家族会ではお囃子のボランティアの方が、お赤飯を釜で炊いて下さり、
手作りのおはぎと共に、運営推進会議の方、ご近所、地域ケアプラザにも配り挨拶回り
をしている。5

4 要介護４ 5

利用者人数

要介護１ 2 要介護２

重
点
項
目
④

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

要介護５ 2 要支援２ 自治会活動ではお祭り、初詣、どんと焼きなどに参加している。利用者と一緒の朝の挨
拶とゴミ拾いは定着している。以前から定着して来てくださっている家庭的保育の活動
に協力し、雑誌「子ども未来」に掲載されて以来、０～３才児の子どもが毎月１回ホーム
に来てくれている。の特殊学級の生徒を含む地元中学生の職場体験や、社会福祉士
の実習を受け入れている。実習生の受入で職員が教える機会を持つことにより職員の
業務への振り返り、レベルアップを目論んでいる。協力医療機関名 上白根病院、神奈川病院、ハローデンタル

要介護３

平
成

無

平成

無

無



２．　評 価 結 果 ( 詳 細 ）

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目 (○印）
取り組みを期待したい内容

（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具
体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

３．理念を実践するための制度の理解と活用

運営推進会議は偶数月の第二水曜日に実施してい
る。ホームの活動報告は写真付で報告し、地域行事の
参加の便宜も計らっていただいていたり、参加にあたっ
てのアドバイスもいただいている。ホーム前の公園で発
生した茶毒蛾の駆除情報共有や七夕の笹を提供して
頂いたりしている。

1

85

2

２．地域との支えあい

今後も継続して実施して行く。

今後も継続して実施して行く。

7

オリエンテーションやミ－ティング時において理念を理
解し認識する時間を設け、実践に繋げるようにしてい
る。また、常に理念の確認が出来るよう職員の目に付く
ところに理念の掲示をしている。

4

管理者は自己評価を気づきの機会として捉え、スタッフ
全員で自己評価を行い振り返る場としている。そしてそ
こで取り上げられた問題点に対し、具体的な改善に取り
組みをしている。

53

自治会に加入しており地域の行事活動（盆踊り、お祭り、どんど焼きな
ど）に積極的に参加している。また散歩時にゴミ拾いをしたり、隣の公
園での清掃活動のお手伝いをするなど地域の一員という意識を持っ
て活動にあたっている。以前から定着して来てくださっている家庭的
保育の活動に協力し、雑誌「子ども未来」に掲載されて以来、０～３才
児の子どもが毎月１回ホームに来てくれている。

今後も継続して実施して行く。

今後も継続して実施して行く。

今後も継続して実施して行く。

1

2

法人理念を柱とし利用者様の状況や地域のニーズに
合わせながら地域社会に貢献できる事を活動の中に取
り組み、地域の中での一員という意識を持ちたいと考え
ている。地域との交流を深める意味も込めて今年度の
目標を『１日１回外の空気に触れる』とした。

取り組みを期待したい項目



外部 自己 項　　目 (○印）
取り組みを期待したい内容

（すでに取組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外
にも行き来する機会をつくり、市町村とともにサー
ビスの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

４．理念を実践するための体制

今後も継続して実施して行く。20

馴染みの関係を壊さないよう異動に関してはなるべくな
いようにしたいと考えているが、スタッフの退職などによ
り異動をやも得ず行う場合がある。ダメージに対しては
チームケアを徹底し、他の職員がフォローに努め最小
限に抑えるよう努力している。

11

18

５．人材の育成と支援

10 今後も継続して実施して行く。

9

19

今後も継続して実施して行く。

15

14 今後も継続して実施して行く。

今後も継続して実施して行く。

交換研修という場を利用して他のＧＨを知る機会を設け
ている。旭区のグループホームの事業者との情報交換
会に参加している。

外部研修や法人内の研修には積極的に参加出来るよ
う機会を設けている。また職員の個々のレベルに合わ
せ必要な研修やスタッフが自発的に参加したいという研
修にも参加できるよう対応している。

8

7

面会や家族会においてコミュニケーションを図りながら
ご家族が話しやすい関係を作っている。また重要事項
説明書に外部を含め相談窓口を記載してあり、入所時
にも説明しているが、玄関の見やすいところに掲示もし
ている。

『にこり　ＨＯＴ　レター』と題した家族宛の通信を送付し
ている。その中でホーム全体のお知らせをしている。個
人的な事を記述する欄も設け、直筆で個々の報告と写
真を添付している。個人のお小遣いのについては、毎
月小遣い帳のコピーと領収書を家族宛の通信に添付し
金銭管理の透明化を図っている。

6 今後も継続して実施して行く。

横浜市GH連絡会に加入しており、分科会では区役所
の担当者も参加している事もあり情報交換の場になっ
ている。また、鶴ヶ峰地域ケアプラザにおいて、旭区の
グループホーム情報交換会に参加した。区役所で行わ
れた利用者様の展示会では、役所の担当者より、多く
の協力を頂いている。

9



外部 自己 項　　目 (○印）
取り組みを期待したい内容

（すでに取組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人
から学んだり、支えあう関係を築いている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合
は、本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状
に即した新たな計画を作成している

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

状況が変化した場合は、家族、本人を交えてカンファレ
ンスを開き、必要に応じて見直しを行い、介護計画に基
づいた現状に即したケアの実践をしている。看護師も参
加する事がある。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

今後も継続して実施して行く。

今後も継続して実施して行く。

今後も継続して実施して行く。

今後も継続して実施して行く。

家庭的な雰囲気を大切にし、利用者には尊敬の念を忘
れない様にと心がけている。日本文化の風習や伝統行
事など教えて頂く事もあり、常に支えあうという関係であ
りたいと考えている。また多種の活動や生活を通し、回
想法も取り入れて喜怒哀楽を共有している。

居室担当をおくことで利用者様の声には出さない声を
聞き、希望や意向に副えるよう支援している。言語的コ
ミュニケーションが困難な方は、過去の情報やご家族か
らの聞き取り調査などから利用者本位の援助が出来る
よう努めている。

職員全体でセンター方式のアセスメントを行い介護計
画を立て年に二回の見直しを行っている。ご本人の意
向はもちろんの事、ご家族等の意見も尊重しながらカン
ファレンスやモニタリングを行い作成にあたっている。作
成後はご家族に確認して頂きサインをいただいている。

3615

利用者様には必ず事前にホームの見学をして頂いており、時
間の設定も他の利用者様と交流が持てる時間にしている。ま
た事前面接では必ずユニット長が同行し、入所後に一人でも
多くの面識者がいるという安心感が得られるようにしている。ま
た利用者間については食事の時の座席やスタッフが多く関わ
れるように配慮している。シャローム法人全体としての横の繋
がりも活かしている。

3314

3716

今後も継続して実施して行く。

2713

2612



外部 自己 項　　目 (○印）
取り組みを期待したい内容

（すでに取組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いを
していない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

4719

5020

5221

（１）一人ひとりの尊重

今後も継続して実施して行く。

今後も継続して実施して行く。

一人一人のペースを尊重し無理強いはせず、散歩、買
い物、レク活動などゆったりと過ごせるよう支援してい
る。予定が決まっていないと落ち着かない方には、その
方に応じた日課や家事などの役割分担をお願いしてい
る。

３．多機能性を活かした柔軟な支援(事業所及び法人関連事業の多機能性の活用）

入浴、排泄など特にプライベートな部分は、他の利用者
様から見られないよう配慮している。その他の介護の場
面でも尊厳をもって接している。記録では、山田様とい
う名前なら『山○様』と記述方にも配慮を行っている。ま
た施錠出来る書棚で保管している。

今後も継続して実施して行く。4318
地域の診療所や在宅医療の医師を主治医としている方
がほとんどである為、情報交換等、スムーズな連携がと
れるよう支援している。

同法人を利用している方を家族の要望により入居しても
らった。また、身体状況が悪化した利用者の方にには、
特養へ入所の手続きや、法人内の車椅子やオーバー
テーブル、自助食器、クッション、備品のレンタルしてい
る。法人内の行事、イベントにも多数参加し、車椅子使
用の利用者には、法人内リフト車にて外出支援をしてい

39

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援との協働

今後も継続して実施して行く。

入所契約時等において重度化や終末期については説
明を行っている。当ホームではターミナルケアの実践は
まだないが、９０代の利用者が多く、結果としてターミナ
ルケアに近い対応をとらざる得ない状況があった。

17
法人内の修繕担当者により、4月に玄関先に手作りのス
リッパケースを備え付けて頂いた。６月にトイレ内、浴室周
辺、玄関に30本以上の手摺りを取り付けてもらった。

１．その人らしい暮らしの支援



外部 自己 項　　目 (○印）
取り組みを期待したい内容

（すでに取組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入
浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみご
と、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24 59

54

職員のシフトの都合で、午前中を中心に入浴をしている
ので、いつでも入りたい時に入浴できる職員体制を整えた
い。

5723 ○

ご本人の希望やご家族の意向に合わせて入浴が出来
るようにしている。また入浴が嫌いな利用者に対しては
楽しんで入浴できるよう声掛けや温度など配慮してい
る。

22 ○

食からの季節間を大事にし、旬のものを食べるようにし
ている。基本的に準備や片付けは利用者と職員が一緒
に行い、利用者の能力に合わせたり、残存能力が引き
出せるようにしている。また利用者同士の中で役割分担
ができている。

ご本人が昔から親しみ馴染んできた事を楽しみ事として
継続できるように支援している。（食事作り、ハーモニ
カ、音楽、畑仕事、教会への礼拝参加、習字教室、買
物、外出、外食、日帰り旅行など）また、それぞれの得
意なものを見極めて、家事など何かしら役割を持って生
活していただいている。

利用者の体調や天候に合わせ、なるべく一日に一回は
外気に触れるようにしており、日常生活の中での買い物
や散歩、清掃活動など気分転換やストレスの発散の機
会としている。ＡＤＬ低下している方には、ホームの敷地
にあるテラスや玄関の縁側で外気浴してもらっている。

ユニットごとの施錠は生命の危険があるときだけで、原
則していない。玄関の施錠は防犯の意味から行ってい
る。夜間、職員がひとりの時にトイレ介助などで見守り不
十分な場合は、他利用者の安全を第一に考え、施錠す
る場合もあるが、出来るだけしないで対応するようにして
いる。

今年度の防災訓練は消防署の指導のもと実施する予
定である。非常食や防災用品は常時準備してあり、保
管場所を職員に周知している。7月に消火器の取り扱い
方法、避難経路の確認、緊急通報の練習、防災用品、
非常食の保管場所の再確認を職員に周知した。

今後も継続して実施して行く。

イチゴの旬の季節に利用者様全員にイチゴ狩りに参加し
てもらい、食の楽しみを共有した。年2回のお彼岸には、
おはぎを作って昔を思い出してもらった。今後も実施して
行く。

出来るだけ施錠しないで対応するようにしてゆく。

27 今後も継続して実施して行く。71

（４）安心と安全を支える支援

61 今後も継続して実施して行く。

6626 ○

25



外部 自己 項　　目 (○印）
取り組みを期待したい内容

（すでに取組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

今後も継続して実施して行く。

居室はエアコンとクローゼットが設置してあるが、他の家
具等は新しい物を用意するのではなく御自宅で使い慣
れた物や馴染みのある物をそのまま持って来て頂くよう
入所時に説明している。ご家族もその様にして下さって
いる。

8129

8330

77 今後も継続して実施して行く。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

概ねのメニューは職員が考えているが利用者のリクエストや買
物の際に変更する事は自由としている。水分量は摂取表があ
り適宜チェックし、体重増加が著しい場合や医師の指示に応
じて出来る限り塩分の制限や食事量の加減を行っている。ま
た食器の工夫や飲み物をスポーツドリンク、栄養補助ドリンク
にして工夫している。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

清潔感が感じられるよう配慮し、共有空間の掃除を利用
者様と一緒に行っている。季節感を出す為にテーブル
に庭の花や畑で収穫した野菜をならべたり、食事の時
間に音楽を流して、利用者が自宅で過ごされているよう
な空間の工夫をしている。

今後も継続して実施して行く。



○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取り組みの事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支えあい 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

自 己 評 価 票

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされ
ているかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事
業所が見出し、改善への取り組みを行っていくための指針とします。

ケアサービスの提供状況や事業所の取り組み状況を具体的かつ客観的に記入しま
す。（実施できているか、実施できていないかに関わらず事実を記入）

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最
初から順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目の
ⅡやⅢ等）から始めて下さい。

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○をつけます。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に
反映したものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取り組み内容
を記入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて
記入します。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事
業所の日頃の実践や改善への取り組みを示し、信頼を高める機会として活かし
ましょう

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成
＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

事業所名 シャローム　ミルトスの木　鶴ヶ峰本町

（ユニット名） １階　はなみずき

所在地
（県・市町村名）

横浜市旭区鶴ヶ峰本町２－４１－９

記入者名
（管理者）

山口里香（管理者）　加藤時仁（ユニット長）　

記入日 平成　　２１　年　　７　月　　１　日　



地域密着型サービス評価の自己評価票　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的なつきあいができるよ
うに努めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
項　　目

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

１．理念と共有

1

法人理念を柱とし利用者様の状況や地域のニーズに合わせ
ながら地域社会に貢献できる事を活動の中に取り組み、地
域の中での一員という意識を持ちたいと考えている。地域と
の交流を深める意味も込めて今年度の目標を『１日１回外の
空気に触れる』とした。

2

オリエンテーションやミ－ティング時において理念を理解し認
識する時間を設け、実践に繋げるようにしている。また、常に
理念の確認が出来るよう職員の目に付くところに理念の掲示
をしている。

3
地域に対しては運営推進会議で活動の趣旨を説明し理解
やアドバイスを受けている。また御家族に対しては家族会や
通信にて理解を得られるようにしている。

２．地域との支えあい

4

職員、利用者様共に散歩や清掃活動の時に近隣の方達と
挨拶を交わしたり、登校中の中学生に声をかけるよう心がけ
ている。家族会の時には手作りのおはぎを配るなど交流する
よう心がけている。また子供ボランティアや地域家庭福祉保
育の受け入れを定期的に行っている。

5

自治会に加入しており地域の行事活動（盆踊り、お祭り、ど
んど焼きなど）に積極的に参加している。また散歩時にゴミ拾
いをしたり、隣の公園での清掃活動のお手伝いをするなど地
域の一員という意識を持って活動にあたっている。

取り組んでいきたい項目取り組んでいきたい項目



○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活
かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な
人にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
項　　目

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

6

町内のゲートボールクラブの方に事業所のトイレを使ってい
ただけるよう運営推進会議を通じてお伝えした。また、広く見
学を受け入れる事で高齢者福祉サービスの情報を発信する
役割を担っていると考えている。

8

運営推進会議は偶数月の第二水曜日に実施している。ホー
ムの活動報告は写真付で報告し、地域行事の参加の便宜も
計らっていただいていたり、参加にあたってのアドバイスもい
ただいている。ホーム前の公園で発生した茶毒蛾の駆除情
報共有や七夕の笹を提供して頂いたりしている。

10

現在、入所者様で、権利擁護を必要としている人はいない
が、計画作成担当者は外部研修に参加して、多くの学びを
得てきた。また、管理者や他の職員も、外部研修に参加し学
ぶ機会を設けている。

○
習字の講師をしていた利用者様がいらっしゃるので、その
方の支援の一環として、地域の高齢者の方のために習字
教室ができないか計画をしたい。

３．理念を実践するための制度の理解と活用

7

管理者は自己評価を気づきの機会として捉え、スタッフ全員
で自己評価を行い振り返る場としている。そしてそこで取り上
げられた問題点に対し、具体的な改善に取り組みをしてい
る。

9

横浜市GH連絡会に加入しており、分科会では区役所の担
当者も参加している事もあり情報交換の場になっている。ま
た、鶴ヶ峰地域ケアプラザにおいて、旭区のグループホーム
情報交換会に参加した。区役所で行われた利用者様の展
示会では、役所の担当者より、多くの協力を頂いている。

○ グループホーム独自のOJTの実施

11

職員は法人理念に則りあったかい介護の実践と介護予防マ
ニュアルを活用している。虐待に関しての冊子を休憩室に置
き、いつでも目に入るようにしている。また虐待に陥らないよう
スタッフの心的疲労について理解し、ストレスが軽減できるよ
う職場環境の配慮を行うなど防止に努めている。

○ グループホーム独自のOJTの実施

４．理念を実践するための体制



○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等
に定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○職員を育てる取り組み

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

５．人材の育成と支援

外部研修や法人内の研修には積極的に参加出来るよう機会

12
入所前に、疑問、不安がないよう細かく質問に応じている。
入所の際には契約書や重要事項説明書と通して説明を行
い、同意を得ている。

13

居室担当制を活用し公では発言しにくい声を拾おうと努めて
いる。家族カンファレンスでは、利用者様にも参加していた
だき、どのような生活を望んでいるかお聞きしながら、その方
の残存能力に着目して、何かしらの役割を持ってもらえるよう
話し合っている。また、重要事項説明書に外部を含め相談
窓口を記載し、玄関の見やすいところに掲示している。

14

『にこり ＨＯＴ　レター』と題した家族宛の通信を送付してい
る。その中でホーム全体のお知らせをしている。個人的な事
を記述する欄も設け、直筆で個々の報告と写真を添付して
いる。個人のお小遣いのについては、毎月小遣い帳のコ
ピーと領収書を家族宛の通信に添付し金銭管理の透明化を
図っている。

15

面会や家族会においてコミュニケーションを図りながらご家
族が話しやすい関係を作っている。また重要事項説明書に
外部を含め相談窓口を記載してあり、入所時にも説明してい
るが、玄関の見やすいところに掲示もしている。

16

月に一度行っている全体ミーティングの場で発言出来る場を
もうけている。また日常において話し易い関係作りに努めて
いる。また、職員間の連絡ノートを活用して、決定事項だけ
ではなく、意見や提案事項なども記入してもらっている。

17

事前に予定があるものに対しては勤務表の作成時に調整し
ている。職員の人員を確保する為、１日勤務ではなく、半日
勤務などの働き方を認めている。また緊急時においてはシフ
ト変更するなど柔軟に対応している。

18

馴染みの関係を壊さないよう異動に関してはなるべくないよ
うにしたいと考えているが、スタッフの退職などにより異動を
やも得ず行う場合がある。ダメージに対しては他の職員が
フォローに努め最小限に抑えるよう努力している。



運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画をたて、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受けとめる努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受けとめる努力をしている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

19

外部研修や法人内の研修には積極的に参加出来るよう機会
を設けている。また職員の個々のレベルに合わせ必要な研
修やスタッフが自発的に参加したいという研修にも参加でき
るよう対応している。

20
交換研修という場を利用して他のＧＨを知る機会を設けてい
る。旭区のグループホームの事業者との情報交換会に参加
している。

21

法人内には『さくら会』という職員会があり、毎年1人5千円ま
で法人が負担し、外部での食事会やバス旅行の企画に参加
する事ができる。それと別に、内部での新人歓迎会や忘年
会に参加出来、忘年会では大抽選会がある。またホーム全
体での食事会を兼ねた研修を実施している。

22

法人は人事考課制度を用いており、個々の目標やそれに対
しての評価を公平に受けられる様になっている。パート職員
に対しては管理者が面談を行っている。パ－ト職員に対して
も人事考課制度が取り入れられ、モチベーションの維持が図
れるよう配慮している。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

23

面接はご本人の自宅に出向いて行っている。また事前に
ホームを見学して頂き、お話しする時間を多く持てる様にし
ている。また最善な支援が出来るようにご家族からの多くの
情報を得れるようにしている。

24
ご本人だけではなく、ご家族の心のケアも重要であると考え
ており、見学や面談など回数の制限はせず時間も充分に確
保し対応ている。

25
サービスの利用の有無に関わらず相談にのっている。その
際他のサービスの情報を提供している。



○馴染みながらのサービス利用
本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支えあう関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えて
いく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るように努めている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らないつきあいを大切にしている

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

32

法人の特別養護老人ホームに入所された利用者とご家族と
は行事などで顔を合わせる機会もある。その時は話しをする
時間を作り、退所はしても繋がっているという安心感を感じて
頂けるような関係を大切にしたいと考えている。また退所者
の来所も受け入れている。

26

利用者様には必ず事前にホームの見学をして頂いており、
時間の設定も他の利用者様と交流が持てる時間にしてい
る。また事前面接では必ずユニットリーダーが同行し、入所
後に一人でも多くの面識者がいるという安心感が得られるよ
うにしている。また利用者間については食事の時の座席やス
タッフが多く関われるように配慮している。

27

家庭的な雰囲気を大切にし、利用者には尊敬の念を忘れな
い様にと心がけている。日本文化の風習や伝統行事など教
えて頂く事もあり、常に支えあうという関係でありたいと考えて
いる。また多種の活動や生活を通し、回想法も取り入れて喜
怒哀楽を共有している。

28

些細な事でも気軽に話しが出来るような雰囲気作りを心がけ
ており、利用者様の支援には職員だけではなく、ご家族にも
電話連絡や食事の介助、見守りなどの協力をしてもらう事が
ある。ボランティアとしてマンドリンの演奏をしに来て下さるご
家族もいる。

29

ご家族の心の痛みや不安や思いを理解し、ご本人との関係
をより良いものとなる様に支援している。ご本人とご家族の関
係がグループホーム入所によって改善したとおっしゃっても
らえたこともある。。毎年、年２回実施しているバス旅行に参
加して頂くなどご家族との交流の時間も積極的に作ってい
る。

30
ご家族に限らず面会は自由に出来るようにしている。また行
きなれた理容院やスーパーなどにも行けるように支援してい
る。

31

お茶の時間などで、回想法的な手法を用いて、利用者様同
士が、相手の過去を認めて共感できるよう工夫をしている。レ
クリエーションの時間を充実させ、一緒に共同作業をする場
を作り、お互いを認め合い思いやれる関係の構築を職員が
介入しながら作っている。



○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

33

居室担当をおくことで利用者様の声には出さない声を聞き、
希望や意向に副えるよう支援している。言語的コミュニケー
ションが困難な方は、過去の情報やご家族からの聞き取り調
査などから利用者本位をの援助が出来るよう努めている。

35

日々の申し送りや業務日誌、連絡ノートを活用し把握に努め
ている。業務日誌は、排泄、食事量、アクティビティなど１日
の生活パターンが一目で分かるよう工夫されている。医師の
指導や看護士の記録も生活記録と一緒にファイリングして健
康状態の把握に努めている。月1回全体ミーティングとユニッ
トミーティングを行い、職員間で情報の共有をしている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

34

ご本人やご家族（入所時、センター方式の用紙に出来る範
囲に記入して頂くなど）担当ケアマネージャーから情報収集
をしている。必要に応じて、入所後もご家族から聞き取り調査
を行いアセスメントを行っている。

○
新規入所時にセンター方式のアセスメントＤ３、Ｄ４を１週
間実施するようユニットミーティングで決定した。

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

職員全体でセンター方式のアセスメントを行い介護計画を立
て年に二回の見直しを行っている。ご本人の意向はもちろん
の事、ご家族等の意見も尊重しながらカンファレンスやモニ
タリングを行い作成にあたっている。作成後はご家族に確認
して頂きサインをいただいている。

37

状況が変化した場合は、家族、本人を交えてカンファレンス
を開き、必要に応じて見直しを行い、介護計画に基づいた現
状に即したケアの実践をしている。看護師も参加する事があ
る。

38
モニタリングシートや個別の生活記録、職員の気づきや情報
を介護計画に活かしている。



○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

44

総合病院の他に専門病院を協力病院としているので、詳し
い診察が必要な場合は随時相談し受診に繋げている。また
在宅医療のクリニックが神経内科を専門としている為、変化
がある場合は速やかに連携をとるなど支援している。

３．多機能性を活かした柔軟な支援

39

同法人のショートステイ利用者の方を家族の要望により入居
してもらった。また、身体状況が悪化した利用者の方に対し
て、法人内の車椅子やオーバーテーブル、クッションなどを
レンタルしている。車椅子使用の利用者に対し、法人内のリ
フト車の手配を行い、外出支援をしている。法人内の行事、
イベントにも多数参加している。

法人内の修繕担当者により、4月に玄関先に手作りのス
リッパケースを備え付けて頂いた。６月にトイレ内、浴室周
辺、玄関に２０本以上の手摺りを取り付けてもらった。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

必要に応じて地域ケアプラザの協力や消防署の指導の元で
非難訓練を実施した。町内の文化保存活動を行っているグ
ループのお囃子、獅子舞のボランティア、近所の保育園児
の受け入れをした。中学校の職場体験も毎年受け入れてい
る。バス旅行では近所のコンビニの大型駐車場を借りることも
出来た。

41

協力病院以外の受診時は家族に対応して頂いているが、ご
家族が対応できない時は送迎ボランティア等の紹介をしてい
る。また在宅復帰の為に退所された方へはスムーズに在宅
の生活が送れるよう、ケアマネージャーとの連携を図った
ケースがある。

42
該当者がいない為、協同支援の実態はないが、必要に応じ
て相談や対応をしたいと考えている。

43
地域の診療所や在宅医療の医師を主治医としている方がほ
とんどである為、情報交換等、スムーズな連携がとれるよう支
援している。

療連 体 加算 時点 内



利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○プライバシーの確保の徹底

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

46
病院との情報交換は積極的に行っている。また長期の入院
となった場合や退院時はご家族に同席して頂き主治医やＭ
ＳＷとカンファレンスを行っている。

48
ホームにおいて「出来る事、出来ない事」は明確にし、主治
医やご家族と共に検討支援をしている。

45

医療連携体制加算をとっており、現時点ではＷ１回、法人内
の看護師による健康管理と相談を行っている。その他にもバ
ス旅行や家族会にも参加し、ご家族との信頼関係も構築して
いる。

47

入所契約時等において重度化や終末期については説明を
行っている。当ホームではターミナルケアの実践はまだない
が、９０代の利用者が多く、結果としてターミナルケアに近い
対応をとらざる得ない状況があった。

○
ターミナルケアを既に実施している事業所からの情報提供
の申し出　ターミナルケアに関する研修に参加する

49
個人情報に留意しながら情報交換を行い、すこしでも住み
替えのリスクがないように支援している。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

入浴、排泄など特にプライベートな部分は、他の利用者様か



一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応、記録等の個人情報の取
り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望にそって支援して
いる

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ
等、好みのものを一人ひとりの状況に合わせ
て日常的に楽しめるよう支援している

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○気持よい排泄の支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

56

失禁に対してすぐ紙パンツを使用するというのではなく、排
泄のパターンや習慣を記録し定時誘導するなどトイレで排泄
できるように支援している。またその際には他の利用者には
気づかれないよう、さりげなく支援している。

50

入浴、排泄など特に ライ トな部分は、他 利用者様か
ら見られないよう配慮している。その他の介護の場面でも尊
厳をもって接している。記録では、山田様という名前なら『山
○様』と記述方にも配慮を行っている。また施錠出来る書棚
で保管している。

51
帰宅の要望に副うよう支援しているが、帰省などすぐ対応で
きない場合はその理由を説明し、家族に電話等で直接話を
したり手紙を書くなど支援を行い納得していただいている。

○
習字の先生だった方には、毎週習字教室を開くことに同
意してもらい、その方の能力を活かして他の利用者様の習
字の添削などをしていただいた。

52

一人一人のペースを尊重し無理強いはせず、散歩、買い
物、レク活動などゆったりと過ごせるよう支援している。予定
が決まっていないと落ち着かない方には、その方に応じた日
課や家事などの役割分担をお願いしている。

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

53

外出時など整容に注意を払っている。また昔から行き馴れて
いる理容院に行きたいという方に対して実際に同行し対応し
ている。外出の難しい方に対してはビューティーヘルパーの
利用などもしている。ホーム内ではお化粧をなさる方もいる。

54

食からの季節間を大事にし、旬のものを食べるようにしてい
る。基本的に準備や片付けは利用者と職員が一緒に行い、
利用者の能力に合わせたり、残存能力が引き出せるようにし
ている。また利用者同士の中で役割分担ができている。

○
イチゴの旬の季節に利用者様全員にイチゴ狩りに参加し
てもらい、食の楽しみを共有した。年2回のお彼岸には、お
はぎを作って昔を思い出してもらった。

55
主治医やご家族に確認をした上で嗜好品を楽しめるようにし
ている。実際に、晩酌を楽しまれている方もいる。



曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している。

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族ととも
に出かけられる機会をつくり、支援している

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

58

日中はご本人のペースに合わせて休息をして頂いている
が、長時間の休息に関しては夜間の不眠に繋がらないよう
声を掛けたり、活動を促している。また一人一人が安眠でき
るよう支援している。

60

基本的には管理はホームで行い、家族と使用の限度額など
事前に確認をとりながら、預かっているお小遣いから支払うよ
うにしている。金銭管理の出来る肩には、家族に確認し、紛
失しても構わないと思われる程度の金額を持って頂きいてい
る。買い物の時に、定期購読している雑誌を購入している方
もいる。

57
ご本人の希望やご家族の意向に合わせて入浴が出来るよう
にしている。また入浴が嫌いな利用者に対しては楽しんで入
浴できるよう声掛けや温度など配慮している。

○
職員のシフトの都合で、午前中を中心に入浴をしているの
で、いつでも入りたい時に入浴できる職員体制を整えた
い。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59

ご本人が昔から親しみ馴染んできた事を楽しみ事として継続
できるように支援している。（食事作り、ハーモニカ、音楽、畑
仕事、教会への礼拝参加、習字教室、買物、外出、外食、日
帰り旅行など）また、それぞれの得意なものを見極めて、家
事など何かしら役割を持って生活していただいている。

61

利用者の体調や天候に合わせ、なるべく一日に一回は外気
に触れるようにしており、日常生活の中での買い物や散歩、
清掃活動など気分転換やストレスの発散の機会としている。
ＡＤＬ低下している方には、ホームの敷地にあるテラスや玄
関の縁側で外気浴してもらっている。

62

年に二度行っているバス旅行ではご家族の参加も募り交流
を図っている。またご家族との旅行や個別の外出ができる様
支援している。また個々にリクエストを募りユニット毎や小グ
ループでの外出レクを実施している。

63

ご家族と相談し携帯電話を所持している利用者もいる。ホー
ムの電話は自由に使っていただいており、毎日、家族との電
話連絡を行っている方もいる。また暑中見舞いや年賀はがき
は普段レク活動としている絵手紙を利用して親しい人へ手紙
を出している。



家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、
安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り
組みをしている

○事故防止のための取り組み

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じ
た事故防止に取り組んでいる

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

70

緊急時対応の研修はスタッフ全員が参加出来るよう計画し
毎年実施している。また緊急対応のマニュアルがあり活用し
ており、それぞれのマニュアルは状況の変化に対応し随時
見直しを行っている。

64
来所の制限はせず団欒できる様な空間を提供しあたたかく
出迎え、あたたかく見送るようにしている。

（４）安心と安全を支える支援

65
身体拘束の研修に参加し、参加者はその他のスタッフに
フィードバックし身体拘束のないケアを取り組んでいる。

66
ユニットごとの施錠は生命の危険があるときだけで、原則して
いない。玄関の施錠は防犯の意味から行っている。 ○

夜間、職員がひとりの時にトイレ介助などで見守り不十分
な場合は、他利用者の安全を第一に考え、施錠する場合
もあるが、出来るだけしないで対応するようにしてゆく。

67
個々のプライバシーに配慮しながら安全に生活が送れるよう
見守っている。また夜間は定期的に巡回を行っている。

68

利用者にとって命の危険があると思われるものは、なるべく
目に届きにくい場所や施錠できる場所で保管しているが、た
だ取り上げてしまうのではなく状況や状態に応じて見守りの
もと注意して使用して頂いている。裁縫道具の針やはさみの
保管をしている方もいる。

69

事故防止対策のマニュアルを作成している。全体ミーティン
グ時に事故報告書を共有する事で再発防止に役立ててい
る。ヒヤリハットも各フロアで書き出すようにしている。またリス
クを把握し改善策を介護サービス計画書に盛り込んでいる。
具体的に、誤嚥、窒息の予防に食事形態の変更や水分にト
ロミをつけたりしている。

○

事故の前段階であるヒヤリハットを出しやすくする為に、法
人内の特別養護老人ホームの書式を使用し書き出しても
らうようにした。これにより事故防止や事故の予測に役立て
ていきたいと考えている。4月に玄関にスリッパ立てからス
リッパラックを備え付け、6月に靴の脱ぎ履き時の手摺りを
装着し狭い玄関内の事故防止に役立てた。



火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身につけ、日
ごろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

72
家族会の時や面会、電話連絡など折を見て個々にお話しを
している。承諾してもらったリスクに関しては、記録に残して
いる。

71
今年度の防災訓練は消防署の指導のもと実施する予定であ
る。非常食や防災用品は常時準備してあり、保管場所を職
員に周知している。

7月に消火器の取り扱い方法、避難経路の確認、緊急通
報の練習、防災用品、非常食の保管場所の再確認を職員
に周知した。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73
毎朝定時刻に行っているバイタルチェックや本人の訴え、観
察などにより早期発見に努め異常時においては迅速な対応
や主治医に相談支援を行っている。

74

薬の説明書は職員の誰もが閲覧しやすい状態にしてある。
また薬や身体状況専用の連絡ノートがあり変化等があった
際は必ず日勤が記述し、他の職員は出勤時に必ずチェック
を行っている。

75

散歩や体操を継続して行い適度な運動を心がけている。ま
た食物繊維の摂取を心がけ、ヨーグルトなど乳製品をメー
ニューに取り入れるなど工夫をしている。排便時に腹部マッ
サージを行っている。

76

年に一度、利用者様全員の口腔内や虫歯のチェックを協力
病院に依頼している。自立での口腔ケアが難しい利用者や
嚥下に障害がある利用者に対しては個別に対応している。
歯だけではなく舌苔や歯茎のケアにも心掛けている。

77

概ねのメニューは職員が考えているが利用者のリクエストや
買物の際に変更する事は自由としている。水分量は摂取表
があり適宜チェックし、体重増加が著しい場合や医師の指示
に応じて出来る限り塩分の制限や食事量の加減を行ってい
る。また食器の工夫や飲み物をスポーツドリンクにして工夫し
ている。

研修の参加や感染症のマニュアルに沿い手洗いやイソジン



感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、肝
炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や
建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている
○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

78

研修の参加や感染症のマ ュアルに沿い手洗いやイソジン
でのうがいを励行している。消毒液の設置も行い外部からの
ウィルスにも注意を払っている。またインフルエンザの予防接
種は全員が接種している。次亜塩素酸による手すりや便器
の消毒を定期的に行っている。

79
マニュアルに沿って調理器具及び布巾の消毒を行ってい
る。食材に対しては基本的には毎日買物を行い新鮮な食材
の提供に努めている。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

（１）居心地のよい環境づくり

80
玄関周りには花々を植え、通りがかりの人にも和んで頂ける
ような雰囲気作りにしている。また玄関内では季節に合わせ
た花や装飾品を飾っている。

81

清潔感が感じられるよう配慮し、共有空間の掃除を利用者様
と一緒に行っている。季節感を出す為にテーブルに庭の花
や畑で収穫した野菜をならべたり、食事の時間に音楽を流し
て、利用者が自宅で過ごされているような空間の工夫をして
いる。

82

建物の設計上、共用空間で独りで居られる場所はないが、リ
ビングでゆったりと座りながらテレビをご覧になったり、新聞を
読まれたり談話される方など自由に過ごされている。またテラ
スで毎日日光浴をされたり、事務所スペースが和室でオープ
ンなスペースにもなっているので、和室でスタッフと話したり、
洗濯物をたたまれている方もいる。

83

居室はエアコンとクローゼットが設置してあるが、他の家具等
は新しい物を用意するのではなく御自宅で使い慣れた物や
馴染みのある物をそのまま持って来て頂くよう入所時に説明
している。ご家族もその様にして下さっている。



気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

84
換気には気をつけおり、空気清浄機も設置している。温度調
節は状況に合わせてエアコンで調節している。毎週換気扇
掃除を行っている。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85

廊下など要所要所に手すりを設置している。また足元に誘導
灯があり、夜間でも歩行時、安全なように明るくなっている。ト
イレ、脱衣場、玄関など衣類の着脱、脱ぎ履きをするところに
は手すりをつけている。

大家さんに連絡し取り付けの了解を頂き、6月に20本を超
える手摺りの取り付けを法人の協力を得て行った。

86
場所の認知が無い利用者の居室前にはドアの近くに大きく
名前を記しているように、一人一人の能力に合わせ、混乱を
招かないように配慮している。

87
テラスには椅子とテーブルを用意し庭の畑や花々を眺めら
れるようになっている。また庭に降り易くなっており畑や花壇
など庭いじりが楽しめるようになっている。

○
庭に木蓮、桜、八重桜、藤、薔薇、紫陽花、といった木々
を植え、玄関先でも季節毎に花々を楽しめるようにした。



Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼ全ての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係
ができている



○ ①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

○ ②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

96
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

98 職員は、活き活きと働けている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

地域に対してお世話になるばかりではなく自分達が地域に貢献できることを皆で考え、散歩時の清掃活動や
近隣中学の登校時間に合わせ「朝の挨拶活動」を行い、継続できている。また、ホーム前の公園で遊ぶ子ど
も達やゲートボールをなさっている地域住民の皆さまにもトイレを開放している。他の事業所では、ほとん
ど行われていないバス旅行など外出レクリエーションに力を入れている。地域のボランティアも積極的に受
け入れ、利用者様のＱＯＬ向上に努めている。法人の協力が得られる事が多く、行事や物品、人的フォ
ロー、研修など全てにおいて、サポート体制があるため、働きやすい環境である。

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う



○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取り組みの事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支えあい 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

記入者名
（管理者）

山口里香（管理者）　高森一美（ユニット長）

記入日 平成　　２１　年　　７　月　　１　日　

（ユニット名） ２階　ひまわり

所在地
（県・市町村名）

横浜市旭区鶴ヶ峰本町２－４１－９

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

事業所名 シャローム　ミルトスの木　鶴ヶ峰本町

地域密着型サービスの自己評価項目構成
＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に
反映したものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取り組み内容
を記入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて
記入します。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事
業所の日頃の実践や改善への取り組みを示し、信頼を高める機会として活かし
ましょう

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

自 己 評 価 票

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされ
ているかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事
業所が見出し、改善への取り組みを行っていくための指針とします。

ケアサービスの提供状況や事業所の取り組み状況を具体的かつ客観的に記入しま
す。（実施できているか、実施できていないかに関わらず事実を記入）

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最
初から順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目の
ⅡやⅢ等）から始めて下さい。

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○をつけます。



地域密着型サービス評価の自己評価票　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的なつきあいができるよ
うに努めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

5

自治会に加入しており地域の行事活動（盆踊り、お祭り、ど
んど焼きなど）に積極的に参加している。また散歩時にゴミ拾
いをしたり、隣の公園での清掃活動のお手伝いをするなど地
域の一員という意識を持って活動にあたっている。

２．地域との支えあい

4

職員、利用者様共に散歩や清掃活動の時に近隣の方達と
挨拶を交わしたり、登校中の中学生に声をかけるよう心がけ
ている。家族会の時には手作りのおはぎを配るなど交流する
よう心がけている。また子供ボランティアや地域家庭福祉保
育の受け入れを定期的に行っている。

3
地域に対しては運営推進会議で活動の趣旨を説明し理解
やアドバイスを受けている。また御家族に対しては家族会や
通信にて理解を得られるようにしている。

2

オリエンテーションやミ－ティング時において理念を理解し認
識する時間を設け、実践に繋げるようにしている。また、常に
理念の確認が出来るよう職員の目に付くところに理念の掲示
をしている。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

１．理念と共有

1

法人理念を柱とし利用者様の状況や地域のニーズに合わせ
ながら地域社会に貢献できる事を活動の中に取り組み、地
域の中での一員という意識を持ちたいと考えている。地域と
の交流を深める意味も込めて今年度の目標を『１日１回外の
空気に触れる』とした。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

取り組んでいきたい項目取り組んでいきたい項目取り組んでいきたい項目取り組んでいきたい項目



○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活
かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な
人にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

４．理念を実践するための体制

○ グループホーム独自のOJTの実施

11

職員は法人理念に則りあったかい介護の実践と介護予防マ
ニュアルを活用している。虐待に関しての冊子を休憩室に置
き、いつでも目に入るようにしている。また虐待に陥らないよう
スタッフの心的疲労について理解し、ストレスが軽減できるよ
う職場環境の配慮を行うなど防止に努めている。

○ グループホーム独自のOJTの実施

9

横浜市GH連絡会に加入しており、分科会では区役所の担
当者も参加している事もあり情報交換の場になっている。ま
た、鶴ヶ峰地域ケアプラザにおいて、旭区のグループホーム
情報交換会に参加した。区役所で行われた利用者様の展
示会では、役所の担当者より、多くの協力を頂いている。

○
習字の講師をしていた利用者様がいらっしゃるので、その
方の支援の一環として、地域の高齢者の方のために習字
教室ができないか計画をしたい。

３．理念を実践するための制度の理解と活用

7

管理者は自己評価を気づきの機会として捉え、スタッフ全員
で自己評価を行い振り返る場としている。そしてそこで取り上
げられた問題点に対し、具体的な改善に取り組みをしてい
る。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

6

町内のゲートボールクラブの方に事業所のトイレを使ってい
ただけるよう運営推進会議を通じてお伝えした。また、広く見
学を受け入れる事で高齢者福祉サービスの情報を発信する
役割を担っていると考えている。

8

運営推進会議は偶数月の第二水曜日に実施している。ホー
ムの活動報告は写真付で報告し、地域行事の参加の便宜も
計らっていただいていたり、参加にあたってのアドバイスもい
ただいている。ホーム前の公園で発生した茶毒蛾の駆除情
報共有や七夕の笹を提供して頂いたりしている。

10

現在、入所者様で、権利擁護を必要としている人はいない
が、計画作成担当者は外部研修に参加して、多くの学びを
得てきた。また、管理者や他の職員も、外部研修に参加し学
ぶ機会を設けている。



○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等
に定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○職員を育てる取り組み

18

馴染みの関係を壊さないよう異動に関してはなるべくないよ
うにしたいと考えているが、スタッフの退職などにより異動を
やも得ず行う場合がある。ダメージに対しては他の職員が
フォローに努め最小限に抑えるよう努力している。

17

事前に予定があるものに対しては勤務表の作成時に調整し
ている。職員の人員を確保する為、１日勤務ではなく、半日
勤務などの働き方を認めている。また緊急時においてはシフ
ト変更するなど柔軟に対応している。

16

月に一度行っている全体ミーティングの場で発言出来る場を
もうけている。また日常において話し易い関係作りに努めて
いる。また、職員間の連絡ノートを活用して、決定事項だけ
ではなく、意見や提案事項なども記入してもらっている。

15

面会や家族会においてコミュニケーションを図りながらご家
族が話しやすい関係を作っている。また重要事項説明書に
外部を含め相談窓口を記載してあり、入所時にも説明してい
るが、玄関の見やすいところに掲示もしている。

14

『にこり ＨＯＴ　レター』と題した家族宛の通信を送付してい
る。その中でホーム全体のお知らせをしている。個人的な事
を記述する欄も設け、直筆で個々の報告と写真を添付して
いる。個人のお小遣いのについては、毎月小遣い帳のコ
ピーと領収書を家族宛の通信に添付し金銭管理の透明化を
図っている。

13

居室担当制を活用し公では発言しにくい声を拾おうと努めて
いる。家族カンファレンスでは、利用者様にも参加していた
だき、どのような生活を望んでいるかお聞きしながら、その方
の残存能力に着目して、何かしらの役割を持ってもらえるよう
話し合っている。また、重要事項説明書に外部を含め相談
窓口を記載し、玄関の見やすいところに掲示している。

12
入所前に、疑問、不安がないよう細かく質問に応じている。
入所の際には契約書や重要事項説明書と通して説明を行
い、同意を得ている。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

５．人材の育成と支援

外部研修や法人内の研修には積極的に参加出来るよう機会



運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画をたて、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受けとめる努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受けとめる努力をしている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

25
サービスの利用の有無に関わらず相談にのっている。その
際他のサービスの情報を提供している。

24
ご本人だけではなく、ご家族の心のケアも重要であると考え
ており、見学や面談など回数の制限はせず時間も充分に確
保し対応ている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

23

面接はご本人の自宅に出向いて行っている。また事前に
ホームを見学して頂き、お話しする時間を多く持てる様にし
ている。また最善な支援が出来るようにご家族からの多くの
情報を得れるようにしている。

22

法人は人事考課制度を用いており、個々の目標やそれに対
しての評価を公平に受けられる様になっている。パート職員
に対しては管理者が面談を行っている。パ－ト職員に対して
も人事考課制度が取り入れられ、モチベーションの維持が図
れるよう配慮している。

交換研修という場を利用して他のＧＨを知る機会を設けてい
る。旭区のグループホームの事業者との情報交換会に参加
している。

21

法人内には『さくら会』という職員会があり、毎年1人5千円ま
で法人が負担し、外部での食事会やバス旅行の企画に参加
する事ができる。それと別に、内部での新人歓迎会や忘年
会に参加出来、忘年会では大抽選会がある。またホーム全
体での食事会を兼ねた研修を実施している。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

19

外部研修や法人内の研修には積極的に参加出来るよう機会
を設けている。また職員の個々のレベルに合わせ必要な研
修やスタッフが自発的に参加したいという研修にも参加でき
るよう対応している。

20



○馴染みながらのサービス利用
本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支えあう関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えて
いく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るように努めている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らないつきあいを大切にしている

31

お茶の時間などで、回想法的な手法を用いて、利用者様同
士が、相手の過去を認めて共感できるよう工夫をしている。レ
クリエーションの時間を充実させ、一緒に共同作業をする場
を作り、お互いを認め合い思いやれる関係の構築を職員が
介入しながら作っている。

30
ご家族に限らず面会は自由に出来るようにしている。また行
きなれた理容院やスーパーなどにも行けるように支援してい
る。

29

ご家族の心の痛みや不安や思いを理解し、ご本人との関係
をより良いものとなる様に支援している。ご本人とご家族の関
係がグループホーム入所によって改善したとおっしゃっても
らえたこともある。。毎年、年２回実施しているバス旅行に参
加して頂くなどご家族との交流の時間も積極的に作ってい
る。

28

些細な事でも気軽に話しが出来るような雰囲気作りを心がけ
ており、利用者様の支援には職員だけではなく、ご家族にも
電話連絡や食事の介助、見守りなどの協力をしてもらう事が
ある。ボランティアとしてマンドリンの演奏をしに来て下さるご
家族もいる。

27

家庭的な雰囲気を大切にし、利用者には尊敬の念を忘れな
い様にと心がけている。日本文化の風習や伝統行事など教
えて頂く事もあり、常に支えあうという関係でありたいと考えて
いる。また多種の活動や生活を通し、回想法も取り入れて喜
怒哀楽を共有している。

26

利用者様には必ず事前にホームの見学をして頂いており、
時間の設定も他の利用者様と交流が持てる時間にしてい
る。また事前面接では必ずユニットリーダーが同行し、入所
後に一人でも多くの面識者がいるという安心感が得られるよ
うにしている。また利用者間については食事の時の座席やス
タッフが多く関われるように配慮している。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

32

法人の特別養護老人ホームに入所された利用者とご家族と
は行事などで顔を合わせる機会もある。その時は話しをする
時間を作り、退所はしても繋がっているという安心感を感じて
頂けるような関係を大切にしたいと考えている。また退所者
の来所も受け入れている。



○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

38
モニタリングシートや個別の生活記録、職員の気づきや情報
を介護計画に活かしている。

37

状況が変化した場合は、家族、本人を交えてカンファレンス
を開き、必要に応じて見直しを行い、介護計画に基づいた現
状に即したケアの実践をしている。看護師も参加する事があ
る。

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

職員全体でセンター方式のアセスメントを行い介護計画を立
て年に二回の見直しを行っている。ご本人の意向はもちろん
の事、ご家族等の意見も尊重しながらカンファレンスやモニ
タリングを行い作成にあたっている。作成後はご家族に確認
して頂きサインをいただいている。

34

ご本人やご家族（入所時、センター方式の用紙に出来る範
囲に記入して頂くなど）担当ケアマネージャーから情報収集
をしている。必要に応じて、入所後もご家族から聞き取り調査
を行いアセスメントを行っている。

○
新規入所時にセンター方式のアセスメントＤ３、Ｄ４を１週
間実施するようユニットミーティングで決定した。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

33

居室担当をおくことで利用者様の声には出さない声を聞き、
希望や意向に副えるよう支援している。言語的コミュニケー
ションが困難な方は、過去の情報やご家族からの聞き取り調
査などから利用者本位をの援助が出来るよう努めている。

35

日々の申し送りや業務日誌、連絡ノートを活用し把握に努め
ている。業務日誌は、排泄、食事量、アクティビティなど１日
の生活パターンが一目で分かるよう工夫されている。医師の
指導や看護士の記録も生活記録と一緒にファイリングして健
康状態の把握に努めている。月1回全体ミーティングとユニッ
トミーティングを行い、職員間で情報の共有をしている。



○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働
療連 体 加算 時点 内

43
地域の診療所や在宅医療の医師を主治医としている方がほ
とんどである為、情報交換等、スムーズな連携がとれるよう支
援している。

42
該当者がいない為、協同支援の実態はないが、必要に応じ
て相談や対応をしたいと考えている。

41

協力病院以外の受診時は家族に対応して頂いているが、ご
家族が対応できない時は送迎ボランティア等の紹介をしてい
る。また在宅復帰の為に退所された方へはスムーズに在宅
の生活が送れるよう、ケアマネージャーとの連携を図った
ケースがある。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

必要に応じて地域ケアプラザの協力や消防署の指導の元で
非難訓練を実施した。町内の文化保存活動を行っているグ
ループのお囃子、獅子舞のボランティア、近所の保育園児
の受け入れをした。中学校の職場体験も毎年受け入れてい
る。バス旅行では近所のコンビニの大型駐車場を借りることも
出来た。

３．多機能性を活かした柔軟な支援

39

同法人のショートステイ利用者の方を家族の要望により入居
してもらった。また、身体状況が悪化した利用者の方に対し
て、法人内の車椅子やオーバーテーブル、クッションなどを
レンタルしている。車椅子使用の利用者に対し、法人内のリ
フト車の手配を行い、外出支援をしている。法人内の行事、
イベントにも多数参加している。

法人内の修繕担当者により、4月に玄関先に手作りのス
リッパケースを備え付けて頂いた。６月にトイレ内、浴室周
辺、玄関に２０本以上の手摺りを取り付けてもらった。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

44

総合病院の他に専門病院を協力病院としているので、詳し
い診察が必要な場合は随時相談し受診に繋げている。また
在宅医療のクリニックが神経内科を専門としている為、変化
がある場合は速やかに連携をとるなど支援している。



利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○プライバシーの確保の徹底

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

入浴、排泄など特にプライベートな部分は、他の利用者様か

○
ターミナルケアを既に実施している事業所からの情報提供
の申し出　ターミナルケアに関する研修に参加する

49
個人情報に留意しながら情報交換を行い、すこしでも住み
替えのリスクがないように支援している。

47

入所契約時等において重度化や終末期については説明を
行っている。当ホームではターミナルケアの実践はまだない
が、９０代の利用者が多く、結果としてターミナルケアに近い
対応をとらざる得ない状況があった。

45

医療連携体制加算をとっており、現時点ではＷ１回、法人内
の看護師による健康管理と相談を行っている。その他にもバ
ス旅行や家族会にも参加し、ご家族との信頼関係も構築して
いる。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

46
病院との情報交換は積極的に行っている。また長期の入院
となった場合や退院時はご家族に同席して頂き主治医やＭ
ＳＷとカンファレンスを行っている。

48
ホームにおいて「出来る事、出来ない事」は明確にし、主治
医やご家族と共に検討支援をしている。



一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応、記録等の個人情報の取
り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望にそって支援して
いる

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ
等、好みのものを一人ひとりの状況に合わせ
て日常的に楽しめるよう支援している

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○気持よい排泄の支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

55
主治医やご家族に確認をした上で嗜好品を楽しめるようにし
ている。実際に、晩酌を楽しまれている方もいる。

54

食からの季節間を大事にし、旬のものを食べるようにしてい
る。基本的に準備や片付けは利用者と職員が一緒に行い、
利用者の能力に合わせたり、残存能力が引き出せるようにし
ている。また利用者同士の中で役割分担ができている。

○
イチゴの旬の季節に利用者様全員にイチゴ狩りに参加し
てもらい、食の楽しみを共有した。年2回のお彼岸には、お
はぎを作って昔を思い出してもらった。

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

53

外出時など整容に注意を払っている。また昔から行き馴れて
いる理容院に行きたいという方に対して実際に同行し対応し
ている。外出の難しい方に対してはビューティーヘルパーの
利用などもしている。ホーム内ではお化粧をなさる方もいる。

52

一人一人のペースを尊重し無理強いはせず、散歩、買い
物、レク活動などゆったりと過ごせるよう支援している。予定
が決まっていないと落ち着かない方には、その方に応じた日
課や家事などの役割分担をお願いしている。

51
帰宅の要望に副うよう支援しているが、帰省などすぐ対応で
きない場合はその理由を説明し、家族に電話等で直接話を
したり手紙を書くなど支援を行い納得していただいている。

○
習字の先生だった方には、毎週習字教室を開くことに同
意してもらい、その方の能力を活かして他の利用者様の習
字の添削などをしていただいた。

50

入浴、排泄など特に ライ トな部分は、他 利用者様か
ら見られないよう配慮している。その他の介護の場面でも尊
厳をもって接している。記録では、山田様という名前なら『山
○様』と記述方にも配慮を行っている。また施錠出来る書棚
で保管している。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

56

失禁に対してすぐ紙パンツを使用するというのではなく、排
泄のパターンや習慣を記録し定時誘導するなどトイレで排泄
できるように支援している。またその際には他の利用者には
気づかれないよう、さりげなく支援している。



曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している。

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族ととも
に出かけられる機会をつくり、支援している

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

63

ご家族と相談し携帯電話を所持している利用者もいる。ホー
ムの電話は自由に使っていただいており、毎日、家族との電
話連絡を行っている方もいる。また暑中見舞いや年賀はがき
は普段レク活動としている絵手紙を利用して親しい人へ手紙
を出している。

62

年に二度行っているバス旅行ではご家族の参加も募り交流
を図っている。またご家族との旅行や個別の外出ができる様
支援している。また個々にリクエストを募りユニット毎や小グ
ループでの外出レクを実施している。

61

利用者の体調や天候に合わせ、なるべく一日に一回は外気
に触れるようにしており、日常生活の中での買い物や散歩、
清掃活動など気分転換やストレスの発散の機会としている。
ＡＤＬ低下している方には、ホームの敷地にあるテラスや玄
関の縁側で外気浴してもらっている。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59

ご本人が昔から親しみ馴染んできた事を楽しみ事として継続
できるように支援している。（食事作り、ハーモニカ、音楽、畑
仕事、教会への礼拝参加、習字教室、買物、外出、外食、日
帰り旅行など）また、それぞれの得意なものを見極めて、家
事など何かしら役割を持って生活していただいている。

57
ご本人の希望やご家族の意向に合わせて入浴が出来るよう
にしている。また入浴が嫌いな利用者に対しては楽しんで入
浴できるよう声掛けや温度など配慮している。

○
職員のシフトの都合で、午前中を中心に入浴をしているの
で、いつでも入りたい時に入浴できる職員体制を整えた
い。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

58

日中はご本人のペースに合わせて休息をして頂いている
が、長時間の休息に関しては夜間の不眠に繋がらないよう
声を掛けたり、活動を促している。また一人一人が安眠でき
るよう支援している。

60

基本的には管理はホームで行い、家族と使用の限度額など
事前に確認をとりながら、預かっているお小遣いから支払うよ
うにしている。金銭管理の出来る肩には、家族に確認し、紛
失しても構わないと思われる程度の金額を持って頂きいてい
る。買い物の時に、定期購読している雑誌を購入している方
もいる。



家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、
安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り
組みをしている

○事故防止のための取り組み

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じ
た事故防止に取り組んでいる

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

69

事故防止対策のマニュアルを作成している。全体ミーティン
グ時に事故報告書を共有する事で再発防止に役立ててい
る。ヒヤリハットも各フロアで書き出すようにしている。またリス
クを把握し改善策を介護サービス計画書に盛り込んでいる。
具体的に、誤嚥、窒息の予防に食事形態の変更や水分にト
ロミをつけたりしている。

○

事故の前段階であるヒヤリハットを出しやすくする為に、法
人内の特別養護老人ホームの書式を使用し書き出しても
らうようにした。これにより事故防止や事故の予測に役立て
ていきたいと考えている。4月に玄関にスリッパ立てからス
リッパラックを備え付け、6月に靴の脱ぎ履き時の手摺りを
装着し狭い玄関内の事故防止に役立てた。

68

利用者にとって命の危険があると思われるものは、なるべく
目に届きにくい場所や施錠できる場所で保管しているが、た
だ取り上げてしまうのではなく状況や状態に応じて見守りの
もと注意して使用して頂いている。裁縫道具の針やはさみの
保管をしている方もいる。

67
個々のプライバシーに配慮しながら安全に生活が送れるよう
見守っている。また夜間は定期的に巡回を行っている。

66
ユニットごとの施錠は生命の危険があるときだけで、原則して
いない。玄関の施錠は防犯の意味から行っている。 ○

夜間、職員がひとりの時にトイレ介助などで見守り不十分
な場合は、他利用者の安全を第一に考え、施錠する場合
もあるが、出来るだけしないで対応するようにしてゆく。

（４）安心と安全を支える支援

65
身体拘束の研修に参加し、参加者はその他のスタッフに
フィードバックし身体拘束のないケアを取り組んでいる。

64
来所の制限はせず団欒できる様な空間を提供しあたたかく
出迎え、あたたかく見送るようにしている。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

70

緊急時対応の研修はスタッフ全員が参加出来るよう計画し
毎年実施している。また緊急対応のマニュアルがあり活用し
ており、それぞれのマニュアルは状況の変化に対応し随時
見直しを行っている。



火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身につけ、日
ごろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防 研修の参加や感染症のマニュアルに沿い手洗いやイソジン

77

概ねのメニューは職員が考えているが利用者のリクエストや
買物の際に変更する事は自由としている。水分量は摂取表
があり適宜チェックし、体重増加が著しい場合や医師の指示
に応じて出来る限り塩分の制限や食事量の加減を行ってい
る。また食器の工夫や飲み物をスポーツドリンクにして工夫し
ている。

76

年に一度、利用者様全員の口腔内や虫歯のチェックを協力
病院に依頼している。自立での口腔ケアが難しい利用者や
嚥下に障害がある利用者に対しては個別に対応している。
歯だけではなく舌苔や歯茎のケアにも心掛けている。

75

散歩や体操を継続して行い適度な運動を心がけている。ま
た食物繊維の摂取を心がけ、ヨーグルトなど乳製品をメー
ニューに取り入れるなど工夫をしている。排便時に腹部マッ
サージを行っている。

74

薬の説明書は職員の誰もが閲覧しやすい状態にしてある。
また薬や身体状況専用の連絡ノートがあり変化等があった
際は必ず日勤が記述し、他の職員は出勤時に必ずチェック
を行っている。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73
毎朝定時刻に行っているバイタルチェックや本人の訴え、観
察などにより早期発見に努め異常時においては迅速な対応
や主治医に相談支援を行っている。

71
今年度の防災訓練は消防署の指導のもと実施する予定であ
る。非常食や防災用品は常時準備してあり、保管場所を職
員に周知している。

7月に消火器の取り扱い方法、避難経路の確認、緊急通
報の練習、防災用品、非常食の保管場所の再確認を職員
に周知した。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

72
家族会の時や面会、電話連絡など折を見て個々にお話しを
している。承諾してもらったリスクに関しては、記録に残して
いる。



感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、肝
炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や
建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている
○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

83

居室はエアコンとクローゼットが設置してあるが、他の家具等
は新しい物を用意するのではなく御自宅で使い慣れた物や
馴染みのある物をそのまま持って来て頂くよう入所時に説明
している。ご家族もその様にして下さっている。

82

建物の設計上、共用空間で独りで居られる場所はないが、リ
ビングでゆったりと座りながらテレビをご覧になったり、新聞を
読まれたり談話される方など自由に過ごされている。またテラ
スで毎日日光浴をされたり、事務所スペースが和室でオープ
ンなスペースにもなっているので、和室でスタッフと話したり、
洗濯物をたたまれている方もいる。

81

清潔感が感じられるよう配慮し、共有空間の掃除を利用者様
と一緒に行っている。季節感を出す為にテーブルに庭の花
や畑で収穫した野菜をならべたり、食事の時間に音楽を流し
て、利用者が自宅で過ごされているような空間の工夫をして
いる。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

（１）居心地のよい環境づくり

80
玄関周りには花々を植え、通りがかりの人にも和んで頂ける
ような雰囲気作りにしている。また玄関内では季節に合わせ
た花や装飾品を飾っている。

79
マニュアルに沿って調理器具及び布巾の消毒を行ってい
る。食材に対しては基本的には毎日買物を行い新鮮な食材
の提供に努めている。

78

研修の参加や感染症のマ ュアルに沿い手洗いやイソジン
でのうがいを励行している。消毒液の設置も行い外部からの
ウィルスにも注意を払っている。またインフルエンザの予防接
種は全員が接種している。次亜塩素酸による手すりや便器
の消毒を定期的に行っている。

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）



気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

87
テラスには椅子とテーブルを用意し庭の畑や花々を眺めら
れるようになっている。また庭に降り易くなっており畑や花壇
など庭いじりが楽しめるようになっている。

○
庭に木蓮、桜、八重桜、藤、薔薇、紫陽花、といった木々
を植え、玄関先でも季節毎に花々を楽しめるようにした。

86
場所の認知が無い利用者の居室前にはドアの近くに大きく
名前を記しているように、一人一人の能力に合わせ、混乱を
招かないように配慮している。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85

廊下など要所要所に手すりを設置している。また足元に誘導
灯があり、夜間でも歩行時、安全なように明るくなっている。ト
イレ、脱衣場、玄関など衣類の着脱、脱ぎ履きをするところに
は手すりをつけている。

大家さんに連絡し取り付けの了解を頂き、6月に20本を超
える手摺りの取り付けを法人の協力を得て行った。

84
換気には気をつけおり、空気清浄機も設置している。温度調
節は状況に合わせてエアコンで調節している。毎週換気扇
掃除を行っている。



Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼ全ての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係
ができている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる



○ ①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

○ ②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

地域に対してお世話になるばかりではなく自分達が地域に貢献できることを皆で考え、散歩時の清掃活動や
近隣中学の登校時間に合わせ「朝の挨拶活動」を行い、継続できている。また、ホーム前の公園で遊ぶ子ど
も達やゲートボールをなさっている地域住民の皆さまにもトイレを開放している。他の事業所では、ほとん
ど行われていないバス旅行など外出レクリエーションに力を入れている。地域のボランティアも積極的に受
け入れ、利用者様のＱＯＬ向上に努めている。法人の協力が得られる事が多く、行事や物品、人的フォ
ロー、研修など全てにおいて、サポート体制があるため、働きやすい環境である。

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

96
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている


